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１． まえがき  

 地上波ディジタル放送の開始やブロードバンドインフラ

の普及により、ディジタルコンテンツが増大している。こ

のような環境の中で、ユーザがコンテンツを消費するため

の判断材料として、コンテンツプロバイダが提供する情報

がある。これ以外に、一般ユーザの声である口コミと呼ば

れる情報も重要であると考える。そこで、口コミを流通さ

せる方法として、一般ユーザの声を、blog を利用して収集

し、収集した情報を TV-Anytime Forum[1]の規格に準拠した

メタデータ構造に再構築を行うシステムを筆者らは提案し

ている[2,3]。本稿では、その実装の完了、およびその評価

について報告する。 
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図 1 システムの概要図 

3．口コミメタデータの詳細 2 ．提案システムの概要 
 口コミメタデータを構成するための最低限必要な情報と

して、以下の 1～3 のユーザが改変する必要の無い、コンテ

ンツの基本的な情報に関係するものと、4～8 のユーザから

の評価情報に関係するものの 2 種類を検討している。そこ

で、1～3 の情報をまとめて『コンテンツ項目』と呼ぶこと

にして、4～8 の情報を『評価項目』と呼ぶことにする。 

本研究のシステム概要を図 1 に示す。本システムでは、

大きく分けて 2 つの種類の blog サーバで構成されている。1
つ目は、口コミ情報の収集・解析、そしてメタデータの生

成を行う『メタデータ生成用 blog サーバ』である。2 つ目

は、ユーザがコンテンツの評価情報を投稿する『評価投稿

用 blog サーバ』と呼ばれるものである。 
1. コンテンツのタイトル このメタデータ生成用 blog サーバには、評価対象となる

コンテンツに関するコンテンツのタイトルと概要、配信元

を示すロケーション情報をあらかじめ投稿しておく。 
2. コンテンツのロケーション情報 
3. サービスプロバイダが提供するコンテンツの概要 
4. ユーザがコンテンツを評価したときの数値 ユーザの評価情報を収集するためには、他のユーザが評

価投稿用 blog サーバを利用して、評価情報を投稿する。こ

のとき、メタデータ生成用 blog サーバに事前に投稿されて

いるコンテンツのエントリに対して、Trackback を行う。

Trackback を行うときに、記述した評価情報に対して、意味

的な情報を付加する“意味付加タグ”を挿入する。意味付

加タグについては、4 節で後述する。この操作によって、メ

タデータ生成用 blog サーバには、複数のユーザがコンテン

ツを評価した情報が集まることになる。 

5. ユーザが評価したテキスト情報 
6. 評価を行った人の ID 
7. Trackback で評価したときの blog のエントリ ID 
8. 意味付加タグの情報（次節で詳細を述べる） 

4．意味付加タグ 
4.1 意味付加タグの詳細 
意味付加タグは、投稿されたコンテンツ評価のテキスト

情報に、どのような項目に対して評価を行ったのかタグ付

けするものであり、独自に定義したネームスペースを利用

した XML のタグセットである。意味付加タグを使用するこ

とのメリットは、ユーザの欲しい情報へたどり着くまでの

労力の軽減が考えられる。 

これらの操作によって集まった評価情報は、メタデータ

生成用 blog サーバで情報の解析を行い、TV-Anytime Forum
に準拠したメタデータへ再構築される。ここで生成される

最終的な成果物であるメタデータのことを“口コミメタデ

ータ”と呼ぶことにする。 
今回の実験には含まれていないが、生成された口コミメ

タデータの最終的な利用方法の想定シナリオとしては、口

コミメタデータを理解可能な PDR などの記憶媒体を持った

装置にロードされて、ユーザにコンテンツをリコメンドし

て、コンテンツ視聴の促進に利用することを想定している。 

定義する意味付加タグは、blog を利用して評価情報を投

稿する際にユーザに挿入してもらう。今回のシステムでは、

口コミメタデータをコンテンツの視聴促進に利用する際に

必要であると考える以下の 6 つの項目を定義する。 
イ． <woms:rating>タグ － コンテンツを 10 段階(最高 10

点・最低 1 点)で評価して、数値化した値を示す  
ロ． <woms:story>タグ － コンテンツのストーリーそのも

のに関して、評価を行ったことを示す † 凸版印刷株式会社, Toppan Printing Co.,Ltd. 
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ハ． <woms:actor>タグ － 出演している人物・キャラクタ

ーなどに関して、評価を行ったことを示す 
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ニ． <woms:music>タグ － コンテンツで使用されている挿

入歌やエンディングテーマなどの音楽に関して、評価を

行ったことを示す 
ホ． <woms:tempo>タグ － コンテンツのストーリーの流れ

に関して、評価を行ったことを示す 
ヘ． <woms:sales>タグ － 興行収入などの金銭的な売上げ

に関して、評価を行ったことを示す 
※ 上記で使用されている【woms】は、独自に定義した名

前空間である 
 
4.2 意味付加タグの挿入支援 UI 

4.1 節で意味付加タグの詳細を述べた。実際に、このシス

テムを利用する場合に、このタグをそのまま記述させるの

は、ユーザの負担が大きいと考える。そこで、ユーザの意

味付加タグの挿入に関して、負荷軽減を目的とした手法を

提案する。多くの blog のエントリ投稿システムには、リン

クの作成や文字を太字にするときに、ユーザが HTML タグ

の知識を持っていなくても挿入出来るような、UI が備わっ

ている。本システムでは、従来の UI に対して、違和感のな

い形で UI を実装することにした。 
新規に実装した UI を図 2 に紹介する。図 2 の左側の枠で

囲われたリンクの作成や文字の太字を行うボタンは標準で

実装されているものである。対して、右側のやや標準より

も大きめのボタンが今回実装した意味付加タグ挿入用のボ

タンである。ボタンの実装方法であるが、標準のボタンが

JavaScript で実装されていたので、今回追加するボタンも標

準のボタンと同様に JavaScript で実装を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2  意味付加タグを挿入するインターフェース 

5．評価実験 
5.1 評価システムの環境一覧 
評価システムでは、OSにLinux(Kernel  2.4系)を利用して、

Web サーバにフリーで安定感のある Apache 1.3.31 を採用し

た。メタデータ生成用 blog サーバのアプリケーションに、

blosxom v2.0 を利用して、評価投稿用 blog サーバのアプリ

ケーションには、Movable Type 3.151-ja を利用した。開発言

語には、blog アプリケーションが perl で実装されているの

で、perl v5.6.0 を採用した。 
5.2 評価実験の詳細 
実験に参加してもらう被験者は、12 名(男性：6 名、女性：

6 名)に協力して頂いた。対象コンテンツは、実験に参加す

る被験者の多くが知っていると思われる映画コンテンツを

13 個選別した。そして、被験者にはエントリに登録されて

いる 13 個の映画コンテンツの中から、評価を行える映画コ

ンテンツを選択して、評価投稿用 blog サーバにアクセスし

て、Trackback を利用して最低 2 つの映画コンテンツの評価

を行ってもらう。評価終了後に、アンケートを実施する。 

5.3 システム評価 
被験者の評価情報から、情報を抽出して生成された口コ 

ミメタデータがTV-Anytime Forumに準拠したメタデータで 
あると確認を行った。同時に、メタデータの妥当性の検証

を行い、Valid なメタデータであることを確認した。 
5.4 アンケートの結果と分析 
被験者に行った意味付加タグに関するアンケートの結果

を示して、意味付加タグの評価を行う。 
4.2 節で詳説を行った意味付加タグの UI については、12

名中 10 名の人が特に「違和感を覚えない」と回答した。こ

のことから、意味付加タグを挿入させる UI をプラグインで

配布するときは、既存の UI と同様の方法で実装をすること

が良いと考えられる。 
しかし、意味付加タグを評価情報のテキストに挿入する

ことには、12 名中 7 名の人が「面倒だ」と回答した。そこ

で、7 名の内訳をみると、blog 利用経験者が 5 名であった。

これは、blog 利用経験者にとって、意味付加タグの挿入と

いう行為が、今までblogを利用するときには無かったので、

面倒だと感じたと思われる。逆にいうと、blog 未経験者は

比較対象が存在しないので、意味付加タグの利用を負担だ

とあまり感じないと思われる。 
そこで、意味付加タグを挿入することを「面倒だ」と回

答した被験者には、評価情報をコンテンツ流通に利用する

ことを説明して、再度同様の質問をすると、7 名のうち 3 名

が肯定的な意見へと変化した。残りの 4 名に関しても、「多

少面倒だ」という少し肯定的な意見へと変化した。 
このアンケートより、意味付加タグを挿入する意味の理

由をユーザにあらかじめすることで、より多くの意味付加

タグを利用した口コミ情報が得られると考えられる。 
標準のUI

新規実装を行ったUI

標準のUI

新規実装を行ったUI

6．まとめと今後の課題 
本稿では、blog システムを利用して、ユーザのコンテン

ツ評価情報を収集・解析して、TV-Anytime Forum に準拠し

た口コミメタデータの自動生成ができるシステムの実装を

行った。それと、メタデータに意味情報を付加する意味付

加タグの提案と実装を行い、実装システムを利用して、シ

ステムの評価と意味付加タグの評価実験を行った。 
評価の結果、実装システムを利用して、意味情報を付加

した口コミメタデータの自動生成が可能であったことを確

認した。アンケートの結果から、意味付加タグの存在意義

を事前にユーザに説明することで、意味付加タグの挿入も

半数以上の人が肯定的な意見であったことを確認した。 
今後の課題としては、ユーザが意味付加で使用するキー

ワードとなる品詞を選択しているが、よりユーザの負荷軽

減のために、形態要素解析と組み合せて、キーワードの自

動抽出を検討する必要がある。それと、今回は実験段階と

いうことで、定義した意味付加タグの項目の精査をあまり

行っていないが、実サービスで使用するときは、意味付加

タグのより深い精査が必要だと考える。 
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